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(57)【要約】
ランプモジュール、機械モジュール及び／又は電気モジ
ュールのためのプラグ接続部と、内視鏡の操作部への一
体型ケーブル接続部とを備えた差込みユニットは、内視
鏡の遠位端（４）まで伸びる中空チューブが、一体型ケ
ーブル接続部（２）及び操作部（３）によって差込みユ
ニット（１）に挿入され、且つ、中空チューブの近位端
がプラグユニット（１）内で自由に動くことができ、そ
れがロック可能なボアホール（１７）から差込みユニッ
ト（１）の壁に導かれることができるように配置される
近位端を有する点で特徴付けられる。



(2) JP 2008-510193 A 2008.4.3

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランプモジュール、機械モジュール及び／又は電気モジュールのためのプラグ接続部と
、内視鏡の操作部への一体型ケーブル接続部とのための差込みユニットにおいて、
　内視鏡の遠位端（４）まで伸びる中空チューブが、一体型ケーブル接続部（２）及び操
作部（３）を経由して差込みユニット（１）に挿入され、当該中空チューブの近位端が、
差込みユニット（１）内で自由に動くことができ、ロック可能なボアホール（１７）から
差込みユニット（１）の壁へ導くことができるように、中空チューブの近位端が配置され
ることを特徴とする、差込みユニット。
【請求項２】
　中空チューブ（１８）を挿入するための中空心棒（１６）を、開かれたボアホール（１
７）に挿入することができることを特徴とする請求項１に記載の差込みユニット。
【請求項３】
　追加モジュールの機能決定部が中空チューブ（１８）の近位開口に接続されるように、
中空心棒（１６）を追加モジュールに取付けることができることを特徴とする請求項２に
記載の差込みユニット。
【請求項４】
　追加モジュールのハウジング（７）が、差込みユニット（１）を取り囲む型に構成され
、当該ハウジングの重心が、一体型ケーブル接続部（２）の軸上に置かれることを特徴と
する請求項３に記載の差込みユニット。
【請求項５】
　単一モードレーザーファイバーが、中空チューブ（１８）に挿入され、遠位側で単一モ
ードレーザーファイバーと接続されるコリメーションレンズを有し、近位側で、ハウジン
グ（７）内のフレーム（１９）に配置されるレーザーダイオードであって、単一モードレ
ーザーファーイバーから上流側のレーザーダイオードを有することを特徴とする請求項３
に記載の差込みユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の操作部への一体型ケーブル接続部（integral cable connection）
と、ランプモジュール、機械モジュール及び／又は電気モジュールのためのプラグ接続部
と、を備えた差込みユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡、特に産業計測用及び検査業務用の内視鏡は、通常、電源、照明、ビデオカメラ
制御、画像評価、モニター等のための多数の周辺機器を含む。その操作部を備えた内視鏡
の取扱いに対する不必要な障害を回避するために、差込みユニットが設けられ、当該差込
みユニットから、光供給及び電気供給に加え、データ変換が一体型ケーブル接続部を介し
て内視鏡に伝えられる。プラグ接続の数は、特定の内視鏡のために可能な周辺機器の数に
対応しているので、差込みユニットは、同タイプの様々な周辺機器の簡単な交換を基本的
に許容する。周辺機器を接続する際に、一体型ケーブル接続部の機械的衝撃ができる限り
小さくなるように、差込ユニットは構成される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、新しく開発された追加モジュール、又は、特定の内視鏡のために当初
は予測されなかったモジュールを、他方のプラグ接続部を作り直すか又は取り外すこと無
く、改良取付けができるように、差込みユニットを改良することである。この場合、一体
型ケーブル接続部の静的機械的衝撃（static-mechanical impact）が悪影響を与えないよ
うに、モジュールを差込みユニットに接続することが可能であるべきである。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、内視鏡の遠位端まで延びる中空チューブが、一体型ケーブル接続部と操作
部とを経由して差込みユニットに挿入され、且つ、中空チューブの近位端が、差込みユニ
ットで自由に動くことができ、当該近位端を差込みユニットの壁にロック可能なボアホー
ルから導くことができるように配置されることで達成される。中空チューブを挿入するた
めの中空心棒を、開いたボアホールに挿入することができる。追加モジュールの機能決定
部が中空チューブの近位開口へ連結されるように、中空心棒上に追加モジュールを取付け
ることができる。ここで、追加モジュールのハウジングは、差込みユニットを取り囲み、
一体型ケーブル接続部の軸上にその重心を有する成形型において最も有用に構成される。
単一モードレーザーファイバーを中空チューブに挿入することができ、当該単一モードレ
ーザーファイバーは、それと接続されるコリメーションレンズを遠位側に有し、ハウジン
グ内で上流側に取付けられるレーザーダイオードを近位側に有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
　本発明の一つの実施形態が、図に概略的に示される。
【０００６】
　図１に示される差込みユニット１は、一体型ケーブル接続部２を介して内視鏡の操作部
３と接続される。この内視鏡を、例えばビデオ計測内視鏡とすることができ、その遠位端
４をボーデンケーブルを用いて動かすことができる。計測内視鏡を、多点又は二点計測シ
ステムとすることができ、当該システムは、差込みユニット１を用いて供給される。
【０００７】
　差込みユニット１は、二つのプラグ接続部５、６を含む。プラグ接続部５は、例えばビ
デオカメラ制御及び画像評価へのラインを含み、例えばプラグ接続部６に照明ユニットを
取り付けることができる。追加プラグ接続部、例えば電源用のプラグ接続部は、ここでは
、さらに詳細には示されない。
【０００８】
　追加モジュールのためのハウジング７が、差込みユニット１に接続される。ハウジング
７は、側面から差込みユニット１を取り囲むような形状で、特にプラグ接続部５が自由な
ままであるように構成される。ここで、ハウジング７は、その重心が、差込みユニット１
を通る一体型ケーブル接続部２の長手方向軸に置かれるように構成される。内視鏡の操作
及び動作のために差込みユニット１に引張りが存在する場合、一体型ケーブル接続部２は
、付加的な交差力が生じること無しに、そこから力を引き取ることができる。かくして、
追加モジュールのハウジング７は、差込みユニット１の構成要素になる。
【０００９】
　追加モジュールのハウジング７を、様々な用途のために適用することができる。差込み
ユニット１から伸び、遠位端まで一体型ケーブル接続部２と操作部３とを通って進む中空
チューブを経由して、検査されるべき対象領域上で、当該用途を実行することができる。
中空中部の近位端は、それが差込みユニット１で自由に動くことができ、必要なときに、
プラグによってロックされるプラグユニット１の壁にボアホールから導かれることができ
るように、最初は配置される。追加モジュールの始まりを準備するために、ボアホールが
開かれ、壁に中空心棒が挿入され、そこへ、中空チューブの近位端は引込まれる。追加モ
ジュールの装備にしたがい、その機能決定部は、それが中空チューブの開口と相互に作用
できるように、ハウジング７に取付けられる。ここで、中空心棒は、差込みユニット１上
でハウジング７の向きを定めるために、及び、保持するために用いられる。追加の調整ピ
ンの助けを借りて、ハウジング７をいかなる回転に対しても差込みユニット１上に固定す
ることができる。
【００１０】
　最初の追加モジュールを、対象物上にレーザー光を照射するために設けることができる
。この目的のために、単一モードレーザーファイバーが中空チューブに挿入され、当該単
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一モードレーザーファイバーは、遠位側に取付けられたコリメーションレンズを有する。
ハウジング７は、近位側でその機能決定部としてレーザーダイオードを有し、その放射は
、単一モードレーザーファイバーに結合される。エネルギーをレーザーダイオードに提供
するために、適当な差込み接続部を、供給ユニットに接続するためのハウジング７上に設
けることができる。システムの改良取付けは、機能要素の相互調整を確実にするために、
製造業者によって有利に扱われる。明らかに、実存する接続部の分解は、全く必要ではな
い。
【００１１】
　図２は、そのような付加モジュールをその操作側の斜視図で示す。図は、差込みユニッ
ト１の球形キャップ形状スタブ８を示し、そこへ、一体型ケーブル接続部２が挿入される
。差込みユニット１上で、ビデオカメラ制御用のプラグ接続部５のためのスタブを側面か
らの眺めに見てとることができ、プラグ接続部６は、照明ユニットのために上方に向けら
れる。追加モジュールのハウジング７は、プラグ接続部５の領域が自由なままであるよう
に、外側から差込みユニット１を取り囲む。加えて、ハウジング７は、追加の外部機器を
接続するための差込みソケット１０を装備させられる。照明強度を電位差計回転ノブ１１
によって制御することができる。表示ランプ１２は、機器が操作中であることを表示する
ために用いられる。主として、追加モジュールをキースイッチ１３によって運転状態にす
ることができる。
【００１２】
　図３に表された断面図は、追加モジュールの背面側からの眺めに対応する。差込みユニ
ット１上で、ハウジング７は、はめあい結合部（form-locking connection）において上
に動き、ボルトとして構成される調整ピンを経由して、回転に対して固定され、差込みユ
ニット１と連結する。差込みユニット１とハウジング７の互いに対する向きは、ハウジン
グ７の壁に挿入される中空心棒１６が、差込みユニット内でボアホール１７とぴったりと
重なるように選択される。中空チューブ８は、一体型ケーブル接続部（ここでは、それ以
上示されない）からハウジング７へ、ボアホール１７と中空心棒１６とを通って導かれる
。
【００１３】
　ハウジング７の内部で、レーザーダイオードは、フレーム１９に配置される。フレーム
１９は、レーザーファイバー２１を接続するための光学差込み接続部２０を含み、当該フ
ァイバーは、中空チューブ１８に挿入される。
【００１４】
　レーザー光源として、可視波長帯で光を放射するレーザーダイオードを設けることがで
きる。好ましくは、レーザーダイオードは、６３９ｎｍ±３ｎｍで動作する。分解可能な
差込み機器２０は、単一モードレーザーファイバーをレーザーダイオードとつなぐために
役立つ。分解可能な接続部によって、修理が容易になり、挿入面への単一モードレーザー
ファイバーの割付けが確実にされる。
【００１５】
　用いられるレーザーダイオード及び／又はレーザーダイオードドライブは、照射フィー
ルドにおけるスペックル（speckle）を減少するように配置される。この目的のために、
スペックル減少材料をレーザーダイオードと単一モードレーザーファイバーの挿入面との
間に配置することができる。対象物上の測定パターンの視認性は、スペックルを抑止する
ことにより、明らかに向上させられる。
【００１６】
　プラグ接続部９と接続されるエネルギー供給ラインのための通路開口２２と、回転ノブ
で変位させることができる電位差計２３と、表示ランプ１２のためのランプソケット２４
とキースイッチ１３のためのスイッチング板２５とが断面図に現れている。
【００１７】
　追加モジュールのための設備の更なる例示は、研磨機器、センサー、処置機器、別の追
加照明、スプレー機器、配列機器、又は、投薬機器を含み、それらの使用を、中空チュー
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る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】差込みユニット、一体型ケーブル接続部及び操作部を含んだ内視鏡の全体図を示
す。
【図２】追加モジュールの操作側で差込みユニットの斜視図を示す。
【図３】差込みユニットと追加モジュールとを通じた断面図を示す。
【符号の説明】
【００１９】
　１　　差込みユニット
　２　　一体型ケーブル接続部
　３　　操作部
　４　　遠位端
　５　　ビデオカメラ用プラグ接続部
　６　　照明用プラグ接続部
　７　　ハウジング
　８　　差込みユニット上の球形キャップ形状スタブ
　９　　エネルギー供給用プラグ接続部
　１０　差込みソケット
　１１　電位差計回転ノブ
　１２　表示ランプ
　１３　キースイッチ
　１４　調整ピン
　１５　調整ピン
　１６　中空心棒
　１７　差込みユニット内のボアホール
　１８　中空チューブ
　１９　フレーム
　２０　光学差込み接続部
　２１　レーザーファイバー
　２２　エネルギー供給ライン用の通路開口
　２３　電位差計
　２４　ランプソケット
　２５　スイッチング板
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